
 

 

 

 

６月は「ふれあい月間」です 

                                    校長 菅原 尚志 

梅雨の季節になりました。先日、関東甲信が梅雨入りしたとの報道がありました。平年よりも２週間ぐらい

遅く、観測史上２番目に遅い梅雨入りだそうです。梅雨入りし、湿度が高くなった気がしますが、思いのほか

晴れの日が多く、このまま７月中旬には梅雨明けしそうです。「梅雨寒」という言葉がありますが、使う機会

も少なくなりました。梅雨明け後は、暑さが一段と厳しくなります。健康管理にお気を付けください。 

天気といえば、先日６月１日の体育大会は、前日までのぐずつきがなかったかと思えるぐらいに天気に恵ま

れ、無事に終えることができました。声を掛け合って真剣に取り組む姿、他の生徒を応援する姿、係の仕事に

打ち込む姿など、七中生の様々なすてきな姿を見ることができました。お疲れ様でした。実行委員長の松井さ

んの閉会式の挨拶にもありましたが、生徒にとって、思い出に残るすばらしい体育大会になったと思います。  

また、当日は、保護者の方や御家族、地域の皆様など多くの方が参観にいらっしゃいました。その数、何と   

６５０人！！保護者、地域の皆様から応援いただけたことがありがたく、また心強く感じています。一方で、   

テント下の敬老席が狭くなってしまう状況などもあり、次年度の実施に向けて改善を図ってまいります。 

さて、毎年６月・１１月・２月は、「ふれいあい月間」です。「ふれあい月間」は、いじめや暴力などの問題

行動、不登校等の早期発見・早期対応、未然防止等、全ての児童・生徒の健全育成を目的として、都内の公立

学校の全てで取り組んでいます。本校でも、生徒、保護者の方を対象としたアンケートや、１年生を対象とし

たスクールカウンセラーの全員面接を実施し、子供たちの人間関係を把握したり、必要に応じて面談等を行っ

たりして、校内で組織的に対応しています。この時期は、入学、進級してから２か月がたち、学校生活などを

通じて生徒同士の交流が生まれ、体育大会などの行事をきっかけに生徒の関係も強くなる時期です。生徒同士

の関わりが増えてくると、今までなかったトラブルが発生する場合もあります。例えば、同級生に対し、授業

の内容について「こんなことも分からないの」と言ったり、遊びのつもりで肩を叩いたり、言った本人、やっ

た本人は、傷つけるつもりはなくても、相手を傷つけることは十分にあります。 

実際、令和４年度の国の調査結果では、小・中学校など全ての校種で最も多いいじめは、「冷やかしやから

かい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる。」で、特に中学校での割合が高く６２％でした。続いて、中学

校では「軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする。」、「パソコンや携帯電話等で、

ひぼう・中傷や嫌なことをされる。」が多く、三つを合わせると約９０％になります。子供たちの誰もが、   

学校に安心して通いたいと考えています。そして、私たち大人も、

いじめのない、子供たちが安心して通える学校であってほしいと

願っています。そのために、学校では、相手の気持ちを考えて行

動することの大切さなどを、様々な機会に教えています。 

御家庭でも、お子様の様子を丁寧に見ていただき、学校の様子

について話題にしていただきますようお願いします。お子様のこ

とで、気になることや、心配なことなどがありましたら、すぐに

学校に御相談ください。 
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東京都教育委員会「いじめ防止等啓発資料」より 



『府中市青少年対策第7地区委員会主催 ふれあいまつり』 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

府中市青少年対策第 7 地区
委員会主催 ふれあいまつ
りが府中第七中学校を会場
に行われました。当日は、
七中の生徒８名がボランテ
ィアとして参加してくれま
した。工作や読み聞かせな
どのブースに分かれ、小学
生の子供たちに、優しく丁
寧に対応する様子が見られ
ました。小学生の生き生き
とした様子、それを見守る
中学生の頼もしい姿があり
ました。 

7月行事予定表 

和楽器体験を行いました。 
最後はソーラン節を学年全員で歌
い、伝統文化に触れる貴重な体験に
なりました。 

 

 

 

文化庁  

『子供のための文化芸術体験事業』 


